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 第 148 回日本輸血・細胞治療学会   

    関東甲信越支部例会 

プログラム 

 

テーマ：I. 血小板その新しい知識 II. 理想的な末梢血幹細胞採取 

 

例会長 大久保光夫 

順天堂大学医学部附属浦安病院 輸血室長 

順天堂大学大学院 輸血・幹細胞制御学 准教授 

 

2019 年 9 月 7 日（土） 12：30～17：30 

浦安ブライトンホテル東京ベイ  
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会場ご案内 

浦安ブライトンホテル東京ベイ  ２階 「会場 グレイス」 

【住所】〒279-0011 千葉県浦安市美浜 1-9 

【TEL】047-355-7777（代表） 【FAX】047-355-1144 

新浦安駅北口(左手順天堂大学浦安病院側の丸い建物）2 階通路直結 

 

JR 京葉線・武蔵野線 新浦安駅直結 1 分 

浦安ブライトンホテル東京ベイは、JR 新浦安駅から歩いて 1 分。  

駅と直結していますので、ホテルまで雨の日でも安心して お越しになれます。 

JR 京葉線／武蔵野線「舞浜駅」より 1 駅約 3 分  

JR 京葉線／武蔵野線「東京駅」より快速で約 17 分 

 

お車の方はホテルホームページをご覧ください 
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12：00-12：30 開場 （理事会）

12：30-12：35 開会の辞

12：35-13：05 特別講演
座長

井関　徹　先生
（千葉大）

演題名
「血小板抗体：解析のための国際的枠組み」

13：05-13：10

13：10-14：50 シンポジウム
座長

梶原 道子 先生
（東京医科歯科大）

発表
20分

総合討論
20分

14：50-15：00

15：00-16：40 一般演題

座長
降田 喜昭 先生

（順天・順天堂医院）
　

澤田 朝寛 先生
（順天・浦安病院）

発表
12分
質疑
6分

16：40-16：50

16：50-17：20 教育講演

座長
櫻木 恵美 先生
（順天・浦安病院

看護部）

演題名「安全で適切な輸血のために
～看護師の関わり～ 」

講師
菅原 美穂 先生

（千葉市立青葉病院 看護部）
（審議）

17：20-17：30 講評・閉会の辞  支部長　岡崎 　仁　　（東京大学医学部附属病院 輸血部）

第148回　日本輸血・細胞治療学会　関東甲信越支部例会　日程表

２０１９（令和元）年　９月７日　土曜日

千葉県　浦安市　ブライトンホテル東京ベイ　　２F　グレイス

休憩時間

休憩時間

例会長　大久保光夫　（順天堂大学院/医学部附属浦安病院）

1. 無人航空機ドローンによる血液搬送の試み
薬師寺恒紀（慶應義塾大学　総合政策学部）他

2. 再生医療等製品製造工程におけるBacT/ALERT BPAおよびBPNボトルの評価
三春 祐太（東京大学医科学研究所附属病院　セルプロセッシング・輸血部）他

3. 輸血患者の可溶性ＣＤ163の解析：ＣＤ163の血漿レベルでの変動と輸血との関連
大澤 俊也（順天堂大学医学部附属浦安病院 輸血室）他

4. 抗LW抗体の保有が疑われた悪性リンパ腫患者に輸血を行った1例
菅原 未稀（獨協医科大学埼玉医療センター　輸血部）他

5. 長野県輸血療法部会による県内医療機関を対象とした訪問活動の実施
小林　伶（長野県献血推進協議会輸血療法部会）他

講師
津野 寛和 先生

（日本赤十字社　関東甲信越ブロック
血液センター）

　　　　　　テーマ　「理想的な末梢血幹細胞採取とその標準化」
演題１
Plerixafor使用自験例の検討
演者 中村 裕樹 順天堂大学医学部附属順天堂医院 輸血・セルプロセシング室

演題２
当院における末梢血造血幹細胞採取に関する取り組みについて
演者 山本 喜則  帝京大学ちば総合医療センター 検査部 輸血検査部門

演題３
当院の末梢血幹細胞採取を通して課題を考える
演者　 原口 京子  がん・感染症センター都立駒込病院輸血・細胞療法科

演題４
移植適応多発性骨髄腫における初回自家末梢血幹細胞採取不良例の解析
演者 三村 尚也   千葉大学医学部 輸血・細胞療法部
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           プログラム        （敬称略） 

 

Ⅰ. 開会の辞 大久保 光夫 支部例会長          （12:30～12:35） 

 

II．特別講演                     （12:35～13:05） 

 

座長：井関 徹 先生（千葉大学医学部 輸血・細胞療法部） 

 

「血小板抗体：解析のための国際的枠組み」 

講師 津野 寛和 先生 

日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター 副所長兼検査部長 

日本赤十字社血液事業本部 技術部主幹 

 

III. シンポジウム                   （13:10～14:50） 

テーマ：「理想的な末梢血幹細胞採取とその標準化」 

（各 20 分 総合討議 20 分） 

座長 梶原 道子 先生   （東京医科歯科大学 輸血・細胞治療センター） 

 

演題１ 

Plerixafor 使用自験例の検討 

演者 中村 裕樹 順天堂大学医学部附属順天堂医院 輸血・セルプロセシング室 

 

演題２ 

当院における末梢血造血幹細胞採取に関する取り組みについて 

演者 山本 喜則  帝京大学ちば総合医療センター 検査部 輸血検査室 

 

演題３ 

当院の末梢血幹細胞採取を通して課題を考える 

演者  原口 京子  がん・感染症センター都立駒込病院輸血・細胞療法科 

 

演題４ 

移植適応多発性骨髄腫における初回自家末梢血幹細胞採取不良例の解析 

演者 三村 尚也   千葉大学医学部附属病院 輸血・細胞療法部 
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IV．一般口演         （15:00～16:40）（各 12 分 質疑応答 6 分） 

座長：降田喜昭 先生（順天堂大学順天堂医院 輸血・セルプロセシング室） 

座長：澤田朝寛 先生 （順天堂大学医学部附属浦安病院 臨床検査医学科） 

 

1. 無人航空機ドローンによる血液搬送の試み 

薬師寺恒紀（慶應義塾大学 総合政策学部）、村田実希郎、薬師寺史厚、 

大竹千晶、藤田 浩 

 

2. 再生医療等製品製造工程における BacT/ALERT BPA および BPN ボトルの

評価 

三春 祐太（東京大学医科学研究所附属病院 セルプロセッシング・輸血部）、 

高橋理、高橋敦子、鈴木正人、柴田浩子、堀暁子、山本由紀、伊澤ゆき、 

東條有伸、長村登紀子 

 

3. 輸血患者の可溶性ＣＤ１６３の解析：ＣＤ１６３の血漿レベルでの変動と 

輸血との関連 

大澤 俊也（順天堂大学医学部附属浦安病院 輸血室）、多田直記、大久保光夫 

 

4. 抗 LW 抗体の保有が疑われた悪性リンパ腫患者に輸血を行った 1 例 

菅原 未稀（獨協医科大学埼玉医療センター 輸血部）、 齋藤理央、 

工藤沙也果、杉田好、石川貴徳、小沼善明、鳥山 満、中島あつ子、樋口敬和 

 

5. 長野県輸血療法部会による県内医療機関を対象とした訪問活動の実施 

小林 伶（長野県献血推進協議会輸血療法部会）、小嶋俊介、佐伯成規、 

村上純子、柳沢 龍 

 

Ｖ. 教育講演 （16:50～17:20） 

 座長：櫻木 恵美 先生（順天堂大学医学部附属浦安病院 看護部） 

 

「安全で適切な輸血のために ～看護師の関わり～ 」 

 講師 菅原 美穂 先生（千葉市立青葉病院 看護部） 

 

VI．講評・閉会の辞 岡崎 仁 支部長（東京大学医学部附属病院 輸血部）  

                           （17:20～17:30） 

 


